
SMTPリレー側で送信をキャンセルできる仕組みを導入するのは大掛
かりかつ導入コストが高いのに対し、メールサーバーの標準機能を利
用した本ツールの使用は、手軽で導入コストの負担も抑えられ、誤送
信対策の管理負荷を削減することが可能です。また、既に日立ソリュ
ーションズグループでの導入実績があるため、安心して導入できます。

宛先間違いや不要なファイル添付により企業に重大な損失をもたらすメール誤送信事故。

本ツールをOutlookに適用すると、 ｢送信｣ボタンを押した後、全ての宛先を、あらか

じめ設定した危険度レベルごとに色分け表示をしたウインドウが出現し、送信しようと

したメールの中に注意が必要な宛先が含まれていた場合は視覚的な注意喚起を行います。

また、添付ファイルが有る場合は、大きなアイコンの表示によって注意を促し、送信前

に送信者自身が誤送信のリスクを認識し事故防止効果を高めることが可能となります。

実績ある誤送信対策を手軽に始められます!!

宛先確認ツール for Outlook® は、色や宛先件数表示などの

視覚的な注意喚起
によって、誤送信防止に効果を発揮します!!

メール 誤送信 防止ソリューション
活文メールゲートウェイ 宛先確認ツール for Outlook®



本リーフレット掲載商品・サービスの詳細情報

https://www.hitachi-

solutions.co.jp/katsubun/sp/mgw/

※本リーフレット中の会社名、商品名は各社の商標、または登録商標です。
※本文中および図中では、TMマーク、®マークは表記しておりません。
※製品の仕様は、改良のため、予告なく変更する場合があります。
※本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法ならびに米国の輸出管理関連法規などの規制をご確認の上、必要な手続きをお取りください。
なお、ご不明な場合は、当社担当営業にお問い合わせください。

費用と導入の流れ

メール誤送信防止ソリューション
活文メールゲートウェイ 宛先確認ツール for Outlook®

・メール送信ボタンを押すと、｢宛先確認ツール for Outlook® ｣のウインドウが出現。メールの宛先のアドレスを、あらかじめユーザ企業様毎に
設定した危険度レベル (例：Level1(社内), Level2(グループ企業内およびExchangeのGAL),Level3(外部企業)) に振り分け、人型マークの中に
それぞれの件数を表示します。(Level 3 についてはドメイン数も同時に表示。※ドメイン数が2つ以上の場合) 

導入に必要な期間：数日～１ヵ月程度。ツールをお客様環境や運用要件にあわせてカスタマイズも可能です。
売切ライセンス費用の目安： 250ユーザ：975,000円（税別）、500ユーザ：1,550,000円（税別）、1,000ユーザ：2,600,000円（税別）、

2,500ユーザ：3,250,000円（税別）、10,000ユーザ：7,800,000円（税別）
サポートサービス（年間契約）：ライセンス費用の15％（税別）
年間サブスクリプションライセンス費用の目安（サポートサービス込）：

250ユーザ：155,000円（税別）、500ユーザ：310,000円（税別）、1,000ユーザ：520,000円（税別）、
2,500ユーザ：650,000円（税別） 、10,000ユーザ：1,560,000円（税別）

Outlook クライアント(MAPI,IMAP/SMTP版) Outlook クライアント（LDAP版）

動作環境
メールソフト : Outlook 2010、2013、2016、Office365

日本語版では日本語表記、左記以外の言語版では英語表記

前提条件
マクロ版 ：Outlook32/64ビット共通(パスワード付きOutlookマクロ(VBA)でのご提供）

アドイン版：Outlook32/64ビット毎のツール提供

・Outlookクライアント
Microsoft .NET Framework 4.5 以降、および

Visual Studio Tools for Office Runtime（アドイン版導入の場合）
危険度レベル１、２、３、の企業および個人ドメイン情報を記載するXMLファイルを格納

・メールサーバ

＜MAPI版＞
Exchange2010,2013,2016,2019,ExchangeOnline
Exchangeグローバルアドレス帳（GAL）、ローカル連絡先より宛先の属性情報を
取得し表示
＜IMAP/SMTP版＞
任意のメールサーバで利用可能。ローカル連絡先より宛先の属性情報を表示。

＜LDAP版＞
Exchangeを含む任意のメールサーバで利用可能。
LDAPサーバ、ローカル連絡先より宛先の属性情報を取得し表示

動作環境および前提条件

機能と特徴

・アドレスを手入力した
場合など、Outlookの
個人ローカルアドレス帳
(連絡先) に登録されてい
ない宛先には、危険度の
レベルにかかわらず、
行頭に黄色い三角形マー
クを表示して注意喚起を
促します。

自分のアドレス帳に登録されて
いない宛先には注意マークが

表示されます。

未登録の宛先が

よくわかる!!

添付がある場合は大きなアイコンが
表示され、不要なファイル添付に

気づくことができます。

添付ファイルの
有無がよくわかる!!

・また、ExchangeのGALまたはローカルの連絡先を使用した宛先詳細
(会社名/氏名/アドレス/等) を、危険度の高い順に色分けしてソート表示
することにより、視覚的な注意
喚起を促します。

誤送信の危険度が

よくわかる!!
宛先に誤送信の危険が高いアドレスが含まれて

いた場合は、よく目につく赤系の色で
数や詳細が表示されるため、

すぐに気づく事ができます。

メールの宛先が
誤送信リスクの低い相手

(危険度レベル１)のみだった場合、
あえて目を引かない
青系の色あいで表示。


